
 

『 いのちのろうそく 』 
  

このお話は 

ぼくが小さな頃に聞いた 

  

昔話だっただろうか… 

  

  

あの世には 

自分の名前が書いてある 

いのちのろうそくがあると言う 

  

  

三途の川を越え 

  深い深い山奥の 

  

草木の生えない 

大きな大きな岩山に 

  

太さも違う 

長さも違う 

  

輝く強さも大きさも違う 

ろうそくがあり 

  

炎の違いは 

人、それぞれの心の違い 

  

  

それぞれの色と 

燃える強さで 

  

いのちのろうそくが燃えていき 

  

その時間の長さが 

人々のいのちの長さを表すそうだ 

  

  

 



 

 

 

 

 

 

 

もしも… 

ぼくのろうそくを 

見つけることができたなら 

  

赤い炎を持ち 

熱く強く燃す術を 

考えるだろうか？ 

  

それとも、青い炎を持ち 

誰かの足元を 

優しく穏やかに照らす術を 

考えるだろうか？  

  

自分の色と強さで 

ろうそくの灯が消えるまで 

  

ぼくはぼくらしく 

小さくても暖かな炎で 

目の前の人を大切にして 

生きていく 

 


